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【越後にしかわ時代激まつり】
　かつて、曽根代官所がおかれていた時代背
景を活かして行われているまつりが平成６年
から始まりました。
　西川地区には江戸時代長岡藩の代官所が置
かれていました。当時の「代官献上米行列」
を再現し、お代官様を始め様々な役柄の行列
は見ごたえたっぷりです。（2024/10/13）
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新年のご挨拶
公益社団法人 燕西蒲法人会

会　長 和 田  克 行

和田ステンレス工業株式会社 ( 燕地区会 )

和 田  克 行会　長
森井紙器工業株式会社 ( 燕地区会 )

森 井 　  康副会長

株式会社キントラ ( 燕地区会 )

金 子  慎 二副会長
株式会社井上砂利店 ( 分水地区会 )

井 上  誠 一副会長
株式会社平成地所 ( 吉田地区会 )

横 山  正 憲副会長

株式会社ヨシクメ ( 巻地区会 )

佐 藤  清 隆副会長

本年も宜しくお願い申し上げます。

法人会会員の皆様　新年明けましておめでとう
ございます。
２０２５年（令和７年）を迎え、皆様におかれま

しては、益々ご健勝のこととお慶び申し上げます。
そして日頃より法人会活動にご賛同、ご協力を
いただいておりますことに、心より御礼申し上げ
ます。
さて昨年を振り返りますと、一年のスタートで
ある元旦夕刻の能登半島地震により多くの被害が
発生しました。亡くなられた方々へのご冥福をお
祈りするとともに、被災された方々の一日も早い
復旧、復興を願ってやみません。また復旧、復興
が道半ばの９月には豪雨災害も重なり、お見舞い
の言葉を失いました。
またウクライナや中東情勢の緊迫は今も続いて
おり、平和な日常が如何に尊いものか改めて再認
識させられました。こうした災害や紛争が発生し
ないことを願うばかりです。
さて経済状況を振り返ると、個人消費の緩やか
な回復やインバウンド需要により経済活動が正常
化に向かう一方で、原材料・エネルギー価格の高
止まりや為替変動、金利上昇、人手不足、国内外
の経済の先行きに不透明感が大きく高まりました。
また産業構造の変化に伴うビジネスモデルや商
流の変革、業界再編等への適応、カーボンニュー
トラルへの対応、自然災害に備えた事業継続計画

の策定など　中小企業経営の課題は従前にも増し
て、多様化、複雑化しています。
今年の燕西蒲法人会の活動は、まずは新年度よ
り始まる地区会統合を地ならしさせることだと
思っています。
既に何回かご案内の通り
新燕地区会（燕、吉田、分水）
新西蒲地区会（巻、岩室、西川、中之口、潟東）
新弥彦地区会（弥彦）
以上３つの地区会組織となります。
そのうえで青年部会、女性部会も相まって各事
業活動が活性化することを願っています。
本年は巳年であり、へびは脱皮しながら柔軟に
変化、成長を繰り返します。
法人会の理念である「税のオピニオンリーダー
たる経営者の団体」として魅力のある活動や事業
の展開を会員の皆様のご意見も取り入れながら柔
軟に変化に対応していく所存です。
結びに、新しい年が会員の皆様にとって素晴ら
しい年になることを祈念申し上げ、年頭の挨拶と
させて頂きます。
本年も「公益社団法人　燕西蒲法人会」をよろ
しくお願い致します。
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新年のご挨拶
巻税務署長 戸 村  　 敦

新年明けましておめでとうございます。
公益社団法人燕西蒲法人会の皆様方におかれまし
ては、健やかに新春をお迎えのこととお慶び申し上
げます。
和田会長をはじめ役員及び会員の皆様には、日頃
から税務行政に対して、深いご理解と格別のご支援・
ご協力を賜り、厚くお礼を申し上げます。
貴法人会は、公益法人として納税道義の高揚及び
企業と社会の発展に貢献するため、各種研修会の実
施や広報活動による税務知識の普及・向上、税に関
する絵はがきコンクールや租税教室などの租税教育
事業を通じて税務行政の円滑な運営に寄与するとと
もに、各種講演会やセミナーの開催、社会福祉施設
へのタオル等の寄贈などの社会貢献活動にも積極的
に取り組んでおられます。
これら一連の取組に対して、深く敬意を表する次
第です。私どもとしては、今後も貴法人会の活動が
より一層充実したものとなるよう、引き続き連携・
協調を図ってまいります。
さて、国税庁では、「税務行政の将来像２０２３」
を策定・公表し、①納税者の利便性の向上、②課税・
徴収事務の効率化・高度化、③事業者のデジタル化
促進を３本柱として、税務行政のＤＸ（デジタル・
トランスフォーメーション）を推進しております。
おかげさまで e-Tax 利用率は向上しており、今後
も e-Tax の利用拡大が更に見込まれることや、ＤＸ
に係る取組の進捗も踏まえた上で、国税に関する手

続きが見直され、全庁的に令和７年１月から申告書
等の控えに収受日付印を押なつしないことといたし
ました。
加えて令和６年分所得税の確定申告では、マイナ
ポータル連携により更に利便性が向上している「マ
イナンバーカードを利用した自宅 e-Tax 申告」や振
替納税をはじめとした「キャッシュレス納付」を積
極的に勧奨するとともに、確定申告会場の対応は「マ
イナンバーカード方式によるスマホ申告」を基本と
し、翌年以降の自宅 e-Tax 申告へスムーズに移行で
きるように取り組んでまいります。
法人の役員並びに従業員の皆様方が所得税の確定
申告をされる際には、是非とも「自宅からのスマホ
申告」や「キャッシュレス納付」のご利用をお願い
いたします。
また、インボイス制度については、制度の円滑な
定着に向けた周知を継続しつつ、登録をするか否か
を検討している事業者をはじめ、個々の事業者の立
場に寄り添った丁寧な対応に努めてまいります。
皆様方には、税務行政の良き理解者として、より
一層のお力添えを賜りますようお願い申し上げま
す。
結びに当たり、令和７年が公益社団法人燕西蒲法
人会の皆様方にとりまして、幸多き年となりますよ
う心から祈念いたしまして、新年の挨拶とさせてい
ただきます。
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